
年 月
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3

実
施

期
間

：
20

05
年

4月
1日

～
20

10
年

3月
31
日
（

5年
間

）

日
本

国
側

1.
 専

門
家

派
遣

氏
　

名
指

導
科

目
派

遣
期

間

1-
1 
長

期
専

門
家
（

4名
）

大
木

智
之

次
長
／
業
務
調
整

20
03

/1
/2

0～
20

05
/6

/1
9

白
石

英
一

場
長
／
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

20
03

/2
/1

5～
20

06
/2

/1
4

藤
井

智
次
長
／
業
務
調
整

20
05

/9
/2

5～
20

07
/1

2/
24

有
賀

秀
夫

場
長
／
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

20
06

/2
/0

1～
20

08
/1

/3
1

1-
2 
第

三
国

専
門
家
（
の
べ

2名
）

田
中

規
子

農
牧
輪
換
シ
ス
テ
ム
経
営
評
価

20
07

/8
/2

0～
20

07
/9

/7

田
中

規
子

農
牧
輪
換
シ
ス
テ
ム
経
営
評
価

20
07

/1
0/

29
～

20
07

/1
1/

9

2.
 研

修
員

受
入
（
本
邦
研
修

4名
）

氏
　

名
研

修
分

野
受

入
期

間

井
上

幸
雄

農
業
協
同
組
合
運
営

20
05

/8
/3

1～
20

05
/9

/1
7

▲

土
居

卓
也

農
業
協
同
組
合
運
営

20
05

/8
/3

1～
20

05
/9

/1
7

▲

上
村

明
壮

農
業
協
同
組
合
運
営

20
05

/8
/3

1～
20

05
/9

/1
7

▲

松
岡

　
章

農
業
協
同
組
合
運
営

20
05

/8
/3

1～
20

05
/9

/1
7

▲

3.
 機

材
供

与
金

額
（

円
換

算
）

20
05

年
度

（
平

成
17

年
度

）
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク

3,
04

4,
00

0

20
06

年
度

（
平

成
18

年
度

）
精
密
播
種
機
、

原
子
吸

光
光
度
計
他

12
,2

28
,0

00
20

07
年

度
（

平
成

19
年

度
）

ダ
イ
ジ
ェ
ス
タ

2,
24

0,
00

0
4.

 土
地 本
場

（
11

5 
ha
）

お
よ

び
分

場
所

（
56

 h
a）

5.
 施

設 本
館

、
車

庫
、

研
究

棟
、

温
室

、
種

子
用

サ
イ

ロ
、

宿
舎

、
他

6.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
要
員
の
配
置

人
数

（
４

月
１

日
）

20
05

年
度

（
平

成
17

年
度

）
16

20
06

年
度

（
平

成
18

年
度

）
16

20
07

年
度

（
平

成
19

年
度

）
13

7.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営
の
経
費

金
額

（
円

換
算

）
金

額
（

PY
G
）

20
05

年
度

（
平

成
17

年
度

）
55

,0
00

,0
00

2,
78

4,
07

8,
92

1
20

06
年

度
（

平
成

18
年

度
）

61
,1

22
,0

00
2,

61
1,

21
6,

55
0

20
07

年
度

（
平

成
19

年
度

当
初

計
画

）
65

,1
25

,0
00

2,
61

8,
40

5,
88

4
合

計
18

1,
24

7,
00

0
8,

01
3,

70
1,

35
5

パ
ラ

グ
ア

イ
国

側
1.

 C
/P
の

配
置

氏
　

名
専

門
分

野
配

属
期

間

中
村

明
雄

畑
作
試
験
研
究
・
普
及

20
07

/4
/1
～

20
10

/3
/3

1

干
場

　
健

土
壌
関
連
試
験
研
究
、
土
壌
分
析

20
07

/4
/1
～

20
10

/3
/3

1

池
田

貴
幸

畜
産
試
験
研
究
、
植
林
育
苗

20
07

/4
/1
～

20
10

/3
/3

1

2.
 日

系
農

協
中
央
会
の
経
費

移
籍

要
員

3名
分

年
間

給
与

の
20

％
(2

00
7年

度
）

PY
G

 6
3,

91
6,

80
4

投
入
実
績

（
～

20
07
年

11
月
末
：
中
間
評
価
時
ま
で
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：

パ
ラ

グ
ア

イ
農

業
総

合
試

験
場

（
C

E
T

A
PA

R
）

　
第

2フ
ェ

ー
ズ

▲

▲

20
10

20
05

20
09

20
06

20
07

20
08
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達
成

度
グ

リ
ッ

ド
 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

名
：

パ
ラ

グ
ア

イ
農

業
総

合
試

験
場

（
C

E
TA

PA
R
）

 
第

2
フ

ェ
ー
ズ

 
注
）

20
07

年
は

11
月
ま
で
の
実
績

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
／

計
画

活
動

 
デ

ー
タ
入

手
手
段

 
活

動
実

績
 

達
成
度

 

1-
1 
大
豆
新
品
種
の
育
成
・
導
入
を
行
う

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
非

遺
伝

子
組

み
換

え
品

種
、

遺
伝

子
組

み
換

え
品

種
ご

と
に

交
配

、
世

代
促

進
選

抜
を

行
っ

た
。

 非
遺
伝
子
組
み
換
え
 

14
4
系
統

 
遺
伝
子
組
み
換
え
 
 

24
8
系
統

 
• 
毎
年
、
系
統
ご
と
に
検
定
を
実
施
し
て
い
る
。

 
• 
有
望
な
非
遺
伝
子
組
み
換
え
品
種
の
生
産
力
検
定
を
実
施
し
た
。

 
• 

2
品
種
の
品
種
登
録
の
段
階
ま
で
到
達
し
た
。

 

3 

1-
2 
不
耕
起
栽
培
に
お
け
る
大
豆
・
緑
肥
作
物
の
輪
作

体
系
を
開
発

す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
冬
季
に
栽
培
可
能
な
緑

肥
に
よ
る
展
示
圃
場
を

C
ET

A
PA

R
、
ラ
パ
ス
、
ピ
ラ
ポ
に
設
置
し
た
。

 
• 
市
場
に
登
録
さ
れ
る
前

の
麦
の
生
産
力
検
定
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

 
3 

1-
3 

大
豆

病
害

虫
に

対
す

る
環

境
保

全
型

の
防

除
技

術
を
開
発
す

る
た
め
の
調
査
・
試
験
を
実
施
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
ほ
ぼ
周
年
地
域
巡
回
を

実
施
し
て
い
る
が
、
病
害
虫
の
発
生
予
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
• 
ダ
イ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防

除
試
験
を
行
っ
た
。

 
• 
ダ
イ
ズ
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ
の
被
害
農
家
で
拮
抗
植
物
に
よ
る
小
規
模
試
験
を
実
施
し
た
。

 
3 

1-
4 

テ
ラ

ロ
ッ

シ
ャ

土
壌

地
帯

に
お

け
る

農
牧

輪
換

シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
試
験
区
は
慣
行
区
に
比

べ
3
ヵ

年
と
も
収
量
が
上
回
っ
た
が
、
期
待
さ
れ
る
収
量

3 
t/h

a
に
は

達
し
な
か
っ
た
。

 
• 
緑
肥
を
取
り
入
れ
た
土
壌
で
は
、
有
機
態
リ
ン
酸
含
量
は
改
善
さ
れ
た
。

 
• 
小
動
物
は
草
地
転
換
区
で
増
え
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。

 
• 
品
種
比
較
を
行
い
、
適
正
品
種
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 

3 

2-
1 

移
住

地
及

び
現

場
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
試

験
場

の
運
営
を
行

う
 

C
ET

A
PA

R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
夏
作
、
冬
作
に
関
し

1～
2
回

/月
の
頻
度
で
巡
回
を
実
施
し
た
。

 
• 

20
06

年
度
は
詳
細
計
画

を
作
成
し
、

20
07

年
度
は
活
動
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
。

 
3 

2-
2 
技
術
講
習
会
・
研
修
会
等
を
開
催
す
る
体
制
を
整

え
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
日
系

5
単
農
協
で
地
域

指
導
体
制
を
整
備
し
、
農
協
と

C
ET

A
PA

R
の
連
携
体
制
を
確
立
し

た
。

 
3 

2-
3 
実
証
さ
れ
た
技
術
を
研
修
会
、
営
農
相
談
等
に

お

い
て
指
導
す

る
 

C
ET

A
PA

R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
地
域
ご
と
の
関
係
者
と

活
動
計
画
を
検
討
し
て
い
る
が
、
文
書
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。

 
• 
地
域
農
協
の
新
規
採
用

営
農
指
導
職
員
の
研
修
を
行
っ
た
。

 
• 
巡
回
時
に
営
農
相
談
会

は
必
ず
実
施
し
た
。

 
3 

3-
1 
検
査
・
検
定
制
度
を
調
査
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
認
証
制
度
に
関
し
調
査

を
実
施
し
た
。

 
• 
な
お
、
調
査
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
設
定
し
て
い
な
い
。

 
3 

活   動 

3-
2 

標
準

規
格

に
あ

っ
た

分
析

が
実

施
で

き
る

ラ
ボ

（
機
材
、
人

材
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
を
整
備
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
土
壌
分
析
ラ
ボ
に
関
し

て
は
、
必
要
な
機
材
の
更
新
、
調
達
が
完
了
し
た
。

 
• 
補

助
員

と
し

て
分

析
可

能
な

人
材

を
確

保
し

、
技

術
者

レ
ベ

ル
で

は
日

系
農

協
中

央
会

に
移

籍
し

た
ス

タ
ッ

フ
が

分
析

を
担

当
し

て
い

る
。

現
在

の
害

虫
担

当
ス

タ
ッ

フ
が

研
修

を
受

講

し
、
種
子
検
査
業
務
も

担
当
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 
• 
分

析
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
た

。
効

果
検

定
に

つ
い

て
は

未
作

成
。

種
子

検
査

に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
未
整
備
で
あ
る
。

 
• 
土

壌
・

肥
料

分
析

ラ
ボ

の
体

制
整

備
は

終
了

し
た

。
種

子
検

査
の

検
査

室
は

整
備

済
み

で
あ

る
。

 
 

3 

258



 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

／
計

画
活

動
 

デ
ー
タ
入

手
手
段

 
活

動
実

績
 

達
成
度

 

3-
3 
認
証
を
取
得
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 
大
豆
・
小
麦

・
菜
種
の

品
種

検
定
は
、
認
証

を
取
得
済
み
で

あ
る
。
種
子
検

定
は

SE
N

AV
E

と
の
連
携
で
実
施
す
る

。
 

4 

4-
1 
大
豆
・
小
麦
・
緑
肥
作
物
の
優
良
種
子
生
産
・
配

布
す
る
体
制

を
整
え
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

• 
イ

グ
ア

ス
、

ピ
ラ

ポ
、

ラ
パ

ス
の

各
日

系
移

住
地

で
大

豆
・

小
麦

の
種

子
生

産
の

実
態

を
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
面
は

C
ET

A
PA

R
で

の
限
定
し
た
種
子
生
産
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

 
• 

20
07

年
の
麦
作
は
、
従
来
実
施
し
て
い
た
日
系
農
協
中
央
会
か
ら
イ
グ
ア
ス
農
協
に
委
託
す

る
形
式
か
ら
、
日
系
農

協
中
央
会
が
直
接
実
施
す
る
方
式
に
見
直
し
た
。

 
• 
種
子
生
産
業
務
は
、
当

面
、
イ
グ
ア
ス
農
協
管
内
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

3 

4-
2
土
壌
認

証
機
関
と
し
て
土
壌
検
査
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
す
る

体
制
を
整
備
す
る

 
C

ET
A

PA
R
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
• 

20
06

年
度
後
半
か
ら
、
土
壌
検
査
に
つ
い
て
は
、
実
費
額
相
当
分
の
有
料
化
を
実
施
し
た
。

 
• 

20
07

年
度
か
ら
は
、
企
業
か
ら
の
土
壌
分
析
に
つ
い
て
は
、
有
料
化
し
た
。

 
3 

活
動
の
達
成
度
の
要
約

 
一
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
も
の
の
、
多
く
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
概
ね
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

 
  

達
成
度
：

 
4：

完
了
（
既
に
完
了
し
て
い
る
）

 
3：

完
了
見
込
み
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
完
了
見
込
み
）

 
2：

課
題
を
残
す
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
完
了
が
見
込
め
な
い
）

 
1：

活
動
せ
ず
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
 

標
 

デ
ー
タ
入

手
手
段

実
 

 
 

績
 

段
階

 

1-
1 

大
豆

の
安

定
多

収
な

ら
び

に
食

用
の

有
望

品
種

･
系

統
を

各
10

選
定
す
る

 

1-
1C

ET
A

PA
R
年
報

／
試
験
成
績
概
要

書
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
時
点
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

 
 非
組
換
え
品
種

 
 

F9
 

3
系
統
う

ち
2
系
統
有
望

、
F8

 
31

系
統

う
ち

15
系
統
有

望
 

 
F7

 
27

系
統

う
ち

10
系
統
有

望
、

F6
 

9
系
統

う
ち

4
系
統
有

望
 

組
換
え
品
種

 
 

F8
 

34
系
統

う
ち

15
系
統
有

望
 
以
下

F5
段

階
ま
で
進
捗

 

3 

1-
2 

日
系

農
家

等
に

お
い

て
、

大
豆

の
収

量
が

3 
t/h

a
以
上

で

安
定
す
る

 

1-
2 
日
系
農
協
の
農

業
統
計
／
農
牧
省
の

農
業
統
計
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

 

20
06

年
の
平
均
収
量
は
、

2.
9ｔ

/h
a
に
達
し
た
。

 

3 

1-
3 

日
系

農
家

等
の

不
耕

起
栽

培
に

お
け

る
大

豆
・

緑
肥

作
物

の
輪

作
体

系
が

、
大

豆
栽
培
面
積
の

50
％

以
上
に
普
及
す
る

 

1-
3 
日
系
農
協
の
農

業
統
計
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

 

対
象
移
住
地
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

 
20

05
年
 
 
 
 
 

20
07

年
 

イ
グ
ア
ス
 
 
 
 

45
％
 
 
 
 
 
 

40
％

 
ピ
ラ
ポ
 
 
 
 
 

30
％
 
 
 
 
 
 

30
％

 
ラ
パ
ス
 
 
 
 
 

15
％
 
 
 
 
 
 

10
％

 
各
移
住
地
で
緑
肥
作
物
の
導
入
は
進
ん
で
い
な
い
。

 

１
 

1-
4 

大
豆

の
病

虫
害

に
対

す
る

環
境

保
全

型
の

防
除

技
術

マ
ニ

ュ
ア
ル
が

5
種
類
以

上
作
成
さ
れ
る

 

1-
4 

C
ET

A
PA

R
年
報

／
防
除
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 

１
 

1-
5 

農
牧

輪
換

シ
ス

テ
ム

の
実

証
展

示
圃

場
に

お
い

て
、

肉
牛

が
草

地
1 

ha
当

り

84
0 

kg
/年

、
大
豆
が

3 
t/h

a
以

上
生

産
さ

れ
る

 

1-
5 

C
ET

A
PA

R
年
報

／
試
験
成
績
概
要

書
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
ET

A
PA

R
で
は

、
肉
牛
生
産
は

15
00

 k
g/

ha
を
超
え
て
い
る
。

 
20

06
年
の
大
豆
生
産
は
干
ば
つ
の
た
め

3 
t/h

a
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
総
じ
て
期
待

し
た
量
が
得
ら
れ
た
。

 
3 

ア ウ ト プ ッ ト 

1.
 パ

ラ
グ

ア
イ

東
部

地
域

に
適

し
た

持
続

可
能

な
畑

作
技
術
が
実
証
さ
れ
る

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
１
の
評
価
：

 
 
大
豆
の
有
望
品
種
・
系
統
の
選
定
、
肉
牛
生
産
な
ど

C
ET

A
PA

R
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
当
初
期
待
さ
れ
た
成
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
輪
換
体
系
に
よ
る
緑
肥
作
物
の
導
入
な
ど
日
系
移
住
地
を
対
象
と
し
た
普
及
に
つ
い
て
は
、
輪
作
作
物
の
種
類
の
変

更
や
、
個
々
の
農
家
に
よ
っ
て
緑
肥
に
対
す
る
考
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
理
由
な
ど
か
ら
、
当
初
想
定
し
て
い
た
と
お
り
進
ん
で
い
な
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

 
標

 
デ

ー
タ
入

手
手
段

実
 

 
 

績
 

段
階

 

2-
1 

技
術

講
習

会
・

研
修
会
が
年
間

4
回

以
上
開
催
さ
れ
る

 

2-
1 

C
ET

A
PA

R
年

報
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

各
年
度
で
合
計

4
回
以
上
実
施
し
た
。

 
 
・
パ
ラ
グ
ア
イ
農
業
総
合
試
験
場
で
毎
年

2
回
実
施

 
 
・
ラ
パ
ス
、
ピ
ラ
ポ
移
住
地
で
地
域
展
示
圃
場
で
の
検
討
会
を
各

1
回

 
 
・
イ
グ
ア
ス
、
ラ
パ
ス
、
ピ
ラ
ポ
移
住
地
で
講
習
会
を
各

2
回

 
 

・
コ

ル
メ

ナ
、

ア
ス

ン
セ

ー
ナ

、
カ

ラ
ガ

タ
ウ

、
ア

マ
ン

バ
イ

移
住

地
で

講
習

会
を

各
１
回

 
 
・
イ
グ
ア
ス
、
ラ
パ
ス
、
ピ
ラ
ポ
移
住
地
で
冬
作
試
験
報
告
会
を
各

1
回

 
 
・
畜
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
 
・
パ
ラ
グ
ア
イ
人
小
農
対
象
野
菜
講
習
会
の
講
師
と
し
て
の
参
加

 

3 

2-
2 

各
年

度
の

営
農

相
談

件
数

が
前

年
度

よ
り
増
加
す
る

 

2-
2 

C
ET

A
PA

R
年

報
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
20

05
年

12
月

か
ら
イ
グ
ア
ス
、
ピ
ラ
ポ
、
ラ
パ
ス
で
月

2
回
程
度

の
巡
回
を
実
施
し
、

そ
の
場
で
の
相
談
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
・

な
お

、
現

場
で

の
相

談
が

多
く

、
統

計
的

な
数

字
は

把
握

で
き

て
い

な
い

が
、

講
習

会
を
開
催
す
る
毎
に
そ
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

 

3 

2.
 農

家
・
普
及
員
等
に
対
す
る
技
術
指
導
が
強
化
さ

れ

る
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
の
評
価
：

 
 
対
象
者
に
対
す
る
講
習
会
等
の
実
施
を
積
極
的
に
企
画
、
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
相
談
が
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
か
ら
、
年
を
経
て

C
ET

A
PA

R
へ
の
相
談
件

数
は
増
え
て
い
る
。

 
 

 

3-
1 

評
価

・
分

析
ラ

ボ
の

機
能

が
公

的
認

証
機

関
と

し
て

の
要

求
を
満
た
す

 

3-
1 

C
ET

A
PA

R
年

報
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

• 
大
豆
・
小
麦
・
菜
種
の
品
種
検
定
機
関
と
し
て
認
可
を
取
得
し
た
。

 
• 
種
子
検
査
は
、

SE
N

AV
E
と
の
提
携
で
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

 
• 
肥
料
分
析
は
、

SE
N

AV
E
と
の
提
携
で
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

 
4 

3-
2 

ラ
ボ

・
圃

場
の

技
術

者
が

作
成

さ
れ

た
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
従

っ
た

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

3-
2 
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
・

実
施

体
制

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

ち
ら

を
優

先
し

、
品

種
検

定
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

 
・

種
子

検
査

は
、

監
督

機
関

か
ら

提
供

さ
れ

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
あ

る
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で
は
新
規
に
作
成
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

 
・

肥
料

分
析

と
土

壌
分

析
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
前

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
作

成
さ

れ
た

も
の

が
あ
り
、
現
時
点
で
更
新
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
。

 

2 
3.

 C
ET

A
PA

R
が

、
検
査
、
分
析
等
が
行
え
る
公
的

認

証
機
関
と
し
て
登
録
さ
れ
る

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
の
評
価
：

 
 
公
的
認
証
機
関
整
備
に
関
す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
、
大
豆
、
小
麦
、
菜
種
に
つ
い
て
は
、
既
に
許
可
を
取
得
、
ま
た
パ
ラ
グ
ア
イ
国

政
府
関
係
機
関
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

 
 
一
方
で
、
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
は
、
実
施
体
制
の
見
直
し
に
起
因
す
る
作
成
の
遅
れ
や
、
調
査
の
結
果
、
既
存
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
す
る
方
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
一
部
の
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
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4-

1 
大

豆
の

種
子

生

産
圃

場
が

90
ha

以

上
整
備
さ
れ
る

 

4-
1 

C
ET

A
PA

R
年
報

／
試
験
成
績
概
要

書
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
20

07
年
度
の
小
麦
生
産
か
ら
は
、
日
系
農
協
が
直
接
的
に
種
子
生
産
に
か
か
わ
る
こ

と
に
変
更
さ
れ
、

C
ET

A
PA

R
内
（

42
ha
）
と

C
ET

A
PA

R
旧
牧
場

跡
地
（

50
ha
）
で

生
産
を
行
っ
て
い
る
。

 
・

農
協

側
の

実
施

体
制

が
整

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

こ
の

実
施

体
制

強
化

を
進

め
て

い
る
。

 
・

な
お

、
上

述
の

実
施

体
制

見
直

し
に

伴
い

、
具

体
的

な
大

豆
種

子
生

産
量

に
つ

い
て

も
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

2 

4-
2 

各
年

度
の

土
壌

分
析

の
点

数
が

前
年

度
よ
り
増
加
す
る

 

4-
2 

C
ET

A
PA

R
年

報
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

分
析
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

 
3 

 
4.

 安
定

的
な

農
業

生
産

の
た

め
の

技
術

支
援

サ
ー

ビ

ス
の
実
施
体
制
が
整
備
さ
れ
る

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
４
の
評
価
：

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途
中
か
ら
大
豆
の
種
子
生
産
体
制
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
こ
の
見
直
し
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
た
た
め
、
生
産
量

の
把
握
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 
 
土
壌
分
析
の
点
数
に
つ
い
て
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

 

 

プ ロ ジ ェ ク ト 目 標 

1.
 移

管
後

の
新

生

試
験

場
の

業
務

実
施

規
定
が
策
定
さ
れ
る

 2.
 管

理
運

営
計

画

（
組

織
図

、
人

員
の

配
置
計
画
、
予
算
書
、

収
支

計
画

書
等

）
が

策
定
さ
れ
る

 
 3.

 上
記

規
定

及
び

計
画

書
が

移
管

先
機

関
に
承
認
さ
れ
る

 

1.
 日

系
農
協
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料

 
 2.

 日
系
農
協
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
料

 
   3.

 移
管
関
係
会
議

議
事
録
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
資
料

 

移
管
後
に
実
施
さ
れ
る
主
な
業
務
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た
。

 
ま
た
、
移
管
後
、

C
ET

A
PA

R
が
日

系
農
協
の
技
術
的
な
中
心
機
関
と
な
る
た
め
の
体
制

が
提
案
さ
れ
た
。

 
  プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
側

の
基

礎
情

報
提

供
の

後
、

日
系

農
協

側
で

の
協

議
が

継
続

し
て

行
わ

れ
て
い
る
が
、
農
協
内
部
の
意
見
の
集
約
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

20
07

年
9
月
時
点

で
は
、
具
体
的
な
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 
   将
来
の

C
ET

A
PA

R
の
業
務
に
関
し
て
、
大
ま
か
な
方
向
性
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
が
各

日
系
農
協
総
会
で
組
合
員
に
説
明
さ
れ
、
概
ね
理
解
が
得
ら
れ
た
。

 

2 

 

C
ET

A
PA

R
が
パ

ラ
グ
ア
イ
国
東
部
地
域
に
お
け
る

農

業
振
興
の
拠
点
と
し
て
基
盤
整
備
さ
れ
る

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
評
価
：

 
 

C
ET

A
PA

R
が
地
域

の
農
業

振
興
基

盤
と
な

る
た
め

の
移
管

後
の
実

施
体
制

計
画
作

り
の
作

業
は
、

大
ま
か

な
体
制

の
方
向

性
が

決
ま

っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
運
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
未
だ
移
管
先
で

あ
る
日
系
農
協
側
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
日
系
農
協
に
基
礎
情
報
を
提
供
し
、
こ
れ
ら
計
画
書
作
り
を
支
援
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

20
08

年
度
中

の
策

定
が
期

待
で
き

る
。
な

お
、
大

ま
か
な

方
向
性

が
決
ま

っ
て
い

る
こ
と

か
ら
、

C
ET

A
PA

R
で

は
こ
の
方

向
性
に

沿
っ
て

、
体
制

の
見

直

し
を
進
め
て
い
る
。

 

 

達
成
度
：

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
つ
い
て
は
､
達
成
度
を
以
下
の

4
段
階

に
設
定
す
る
｡
 

4：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
。
（
達
成
率

80
%
以
上
）

 
3：

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
。
（
達
成
率

60
～

80
%
）

 
2：

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
半
分
程
度
し
か
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（
達
成
率

40
～

60
%
）

 
1：

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
､
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（
達
成
率

40
%
未
満
）
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
実

績
・

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

名
：

パ
ラ

グ
ア

イ
農

業
総

合
試

験
場

（
C

E
TA

PA
R
）

 
第

2
フ

ェ
ー
ズ

 
〈
現
状
・
実

績
に

基
づ

い
て

検
証

〉
 

評
価

設
問

 
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

投
入

は
計

画
通

り
か

（
計
画

値
と
の
比

較
）
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
部

資
料

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
）
、

専
門

家
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
員
（

プ
ロ

要
員
）

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
別

資
料
「
投
入

実
績

」
に

示
さ
れ

る
と

お
り

、
投
入

は
ほ

ぼ
計
画

ど
お
り
に

実
施
さ

れ

た
。

 
A

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

て

い
る

か
（

目
標

値
と

の
比
較

）。
 

1.
 

パ
ラ

グ
ア

イ
東

部
地

域
に

適
し

た
持

続
可

能
な

畑
作

技
術

が
実

証
さ

れ
る

。
 

2.
 

農
家
・
普

及
員

等
に

対
す

る
技

術

指
導

が
強

化
さ

れ
る

。
 

3.
 

C
ET

A
PA

R
が

、
検

査
、

分
析

等

が
行

え
る

公
的

認
証

機
関

と
し

て
登
録

さ
れ

る
。

 
4.

  
安

定
的

な
農

業
生

産
の

た
め

の

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
体

制
が

整
備

さ
れ

る
。

 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

別
資
料
「
達
成

度
グ

リ
ッ
ド

」
に

示
さ

れ
る
よ

う
に

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中

間
時
点

で

の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の

達
成
度

合
い
に
つ

い
て
は
、
一
部
の

指
標

で
40

%
程
度

の
達
成

率

で
あ
る
が

、
多
く
は

期
待
さ

れ
た
あ
る

程
度
の

達
成
が
な

さ
れ
て

い
る
。

 
B

 

実 績 の 検 証 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ

る
か

（
目

標
値

と
の

比
較

）。
 

 
実

績
グ

リ
ッ

ド
、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標

の
指
標

で
あ
る
将

来
の

C
ET

A
PA

R
の

実
施

計
画
書
の

策
定
に

関

し
て
、
事
業
の

大
ま

か
な
方

向
性
が
決

定
さ
れ

、
そ

れ
が

各
日
系

農
協
総
会

で
組
合

員

に
説
明
さ

れ
、
概
ね

理
解
が

得
ら
れ
た

段
階
で

あ
る
。

 
当

初
想
定

し
て
い
た

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
か

ら
の
作

業
の
遅
れ

は
見
ら

れ
る
も
の

の
、
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト

期
間
中
の

計
画
策

定
、
承
認

に
つ
い

て
は
、
実

施
さ
れ

る
と
考
え

る
。

 

B
 

活
動

は
計

画
ど

お
り

に
実
施

さ
れ
て
い

る
か
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
詳

細
活
動

計
画
を
策

定
し
、
そ

れ
に
基

づ
い
て

活
動
は
ほ

ぼ
計
画

ど
お
り
に

実
施
さ

れ

て
い
る
。

 
A

 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題
は

な
い
か
。

 
 

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

日
系
農
家

、
パ

ラ
グ

ア
イ
小

農
な
ど
、
支
援

対
象
者

を
明

確
に
し

、
各

種
営

農
講
習

会

の
開
催
、

相
談
の
受

付
な
ど

を
通
じ
て

、
技
術

移
転
を
進

め
て
い

る
。

 
本

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で

は
移
住

地
な
ど
現

場
に
お

も
む
き
、
現

地
で
実

際
に
発

生
し
て

い

る
課
題
を

確
認
し
な

が
ら
、
併

せ
て
講

習
会
を

実
施
す
る

こ
と
を

積
極
的
に

進
め
て

お

り
、
参
加

者
か
ら
の

反
応
も

大
き
い
。

 

A
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
に

問

題
は

な
い

か
。

 
 

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

、

関
係

機
関

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
ET

A
PA

R
内

で
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
運

営
体
制

に
問
題
は

み
ら
れ

な
い
が
、

班
を
横

断

し
た
課
題

で
の
調
整

を
行
う

シ
ス
テ
ム

が
構
築

で
き
れ
ば

な
お
良

い
。

 
Ｂ

 

実
施

機
関

や
C

/P
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

対
す
る

認
識

は
高

い
か

。
 

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

日
系
農
協

の
試
験
場

運
営
へ

積
極
的
な

参
画
が

期
待
さ
れ

て
い
る

が
、
年
度

計
画
な

ど

の
場
合
に

限
定
さ
れ

て
お
り

、
参
画
の

程
度
は

小
さ
い
。

 
Ｂ

 

実 施 プ ロ セ ス の 検 証 

適
切
な

C
/P

が
配

置
さ
れ
て

い
る
か
。

 
 

実
績

グ
リ

ッ
ド

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
料

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
/P

は
決
定

さ
れ
て

い
た
も

の
の
、

20
06

年
度
ま

で
は
関

与
の
程

度
が
小
さ

か
っ
た
。

20
07

年
度
か
ら

は
、
で
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
要

員
で
あ

っ
た
者
が

日
系
農

協
中
央
会

に
移
籍

と
な
り
、

引
き
続
き

C
ET

A
PA

R
で

業
務
を
担

当
す
る
体

制
と
な

っ
た
。

 
B
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タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ
ル

ー
プ
や

関
係
組
織

の
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

度
合

い
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い
か

。
 

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
開

始
当
初

は
、
移
管

先
機
関

で
あ
る
日

系
農
協

の
関
与
は

あ
ま
り

高

く
な
か
っ

た
が
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実

施
し
て

い
る
移
住

地
を
対

象
と
し
た

積
極
的

な

巡
回
指
導

、
営
農
相

談
の
結

果
、

20
07

年
度
期
に

お
い
て

、
日
系

単
協
青
年

部
な
ど

と

係
わ
る
機

会
が
増
え

て
い
る

。
 

そ
の
結
果

、
C

ET
A

PA
R
に

対
す

る
期
待

度
が
大

き
く
な
っ

て
い
る

。
 

パ
ラ
グ
ア

イ
の
関
係

機
関
（

ア
ス
ン
シ

オ
ン
大

学
、
国
立

品
質
植

物
防
疫
・

種
子
局

）

と
協
力
の

覚
書
を
締

結
す
る

な
ど

、
積

極
的
な

関
わ
り
を

形
成
し

て
い
る
。
パ
ラ

グ
ア

イ
農
業
総

合
試
験
場

に
対
す

る
こ
れ
ら

機
関
の

期
待
度
も

大
き
く

な
っ
て
い

る
。

 

B
 

そ
の

他
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

実
施
過
程

で
生
じ

て
い

る
問

題
は

あ
る

か
。
そ

の
原
因
は

何
か
。

 
 

関
係

機
関

、
専

門
家

、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

重
大
な
要

因
は
見
ら

れ
な
い

。
 

A
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
5
項

目
 

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

対
象
地
域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
、

農
家

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

パ
ラ
グ
ア

イ
東
部
地

域
の
主

要
産
業
は

農
業
で

あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目

指

す
地
域
の

農
業
振
興

の
拠
点

整
備
は
地

域
の
ニ

ー
ズ
に
合

致
し
て

い
る
。

 
ま

た
、

C
ET

A
PA

R
が
蓄

積
し
た

技
術

は
、
パ

ラ
グ
ア
イ

の
試
験

研
究
機
関

に

貢
献
で
き

る
も
の
で

あ
り
、

こ
れ
ら
機

関
か
ら

の
協
力
の

要
望
も

多
い
。

 

A
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
必
要

性
は
あ
る

か
。

 

タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し

て
い
る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
プ

ロ
要

員
、

農
家

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目

指
す
地

域
の
営
農

サ
ー
ビ

ス
の
セ
ン

タ
ー
的

な
役
割
は

、

地
域

農
業

従
事

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
る

営
農

技
術

の
提

供
な

ど
に

合
致

し
て

い

る
。

 
A

 

当
該
国
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、

関
係

機
関

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

現
政
権
の

国
家
開
発

計
画
の
「

競
争
力

強
化
に

よ
る
経
済

開
発
」
に

貢
献
で

き

る
内
容
で

あ
る
。

 
A

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実
施

の
優
先

度
は
あ
る

か
。

 
日

本
の
援

助
政

策
・
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の

整
合
性
は

あ
る

か
。

 
国

別
援

助
方

針
等

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

国
別
援
助

実
施
計
画

の
重
点

分
野

の
1
つ

で
あ
る
「

メ
ル
コ

ス
ー
ル

域
内
外
の

競
争
時
代

に
対
応
し

う
る
経

済
競
争
力

強
化
」

に
対
応
し

て
い
る

。
 

A
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
当

該
国

の
対

象
分

野
･
セ

ク

タ
ー

の
開

発
課

題
に

対
す

る
効

果
を

上
げ

る

戦
略
と
し

て
適

切
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、

関
係

機
関

 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

東
部
地
域

に
お
け
る

農
業
振

興
は
、
パ

ラ
グ
ア

イ
国
政
府

の
重
要

政
策
を
達

成

す
る
重
要

な
戦
略
で

あ
る
。

 
A

 

タ
ー
ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ

の
選

定
は

適
正

か
。

関
係

機
関

、
専

門

家
、
プ

ロ
要

員
、
農

家
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

対
象
地
域

主
要
農
民

で
は

、
小
規

模
農

家
（

パ
ラ
グ

ア
イ

農
家

）
か
ら

大
規

模

農
家
（

日
系
農

家
）
ま
で

を
含
み

、
対

象
が
幅

広
く

、
絞

り
込
み

が
明
確
で

な

い
が
、
農
家

の
営
農

内
容
に

沿
っ
て
提

供
す
る

技
術
を
選

定
し
て

対
応
し
て

い

る
た
め
、

問
題
は
生

じ
て
い

な
い
。

 

B
 

タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

の
波

及
性

は

あ
る
か
。

 

関
係

機
関

、
専

門

家
、
プ

ロ
要

員
、
農

家
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
技

術
が
提

供
さ
れ
た

日
系
農

家
を
通
じ

て
、
更
に

周
辺
農

家
へ
は

波
及
効
果

が

期
待
で
き

る
。

 
B

 

効
果

の
受

益
や

費
用

の
負

担
が

公
平

に
分

配

さ
れ
る
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、
プ

ロ
要

員
、
農

家
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
効

果
の
受

益
に
つ
い

て
は
、

対
象
者
に

公
平
に

分
配
さ
れ

て
い
る

。
 

費
用
の
負

担
に
つ
い

て
は
、
一

部
日
系

農
協
負

担
が
行
わ

れ
て
い

る
が
、
当

初

想
定
し
て

い
た
も
の

よ
り
も

未
だ
小
さ

い
状
況

に
あ
る
。

 
B

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

は
手
段

と
し
て
適

切
か
。

 

日
本
の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
。

 
JI

C
A

担
当

事
業

部
、
専

門
家
、
プ

ロ

要
員
、

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

日
本
の
普

及
シ
ス
テ

ム
を
参

考
に
巡
回

調
査
が

実
施
さ
れ
、
対
象
者

か
ら
の

期

待
も
高
ま

っ
て
い
る

。
 

な
お
、
試
験
・
研
究

技
術
に

つ
い
て
は

、
以

前
の
協

力
で

蓄
積
さ

れ
た
も
の

で

あ
る
が
、

現
時
点
で

も
十
分

に
活
用
で

き
る
レ

ベ
ル
で
あ

る
。

 

A
 

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
取

り
巻
く

環
境
（

政
策

、
経
済
、
社
会
等
）
の
変

化
は
な

い
か
。

 
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、
プ

ロ
要

員
、
農

家
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
パ

ラ
グ
ア

イ
国
政
府

の
政
策

で
、
小
規

模
農
家

支
援
が
強

化
さ
れ

て
い
る
。

 
B

 

妥 当 性 

妥
当

性
の

要
約

 
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
の
妥

当
性
は
高

い
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

5
年

間
の
第

1
フ
ェ
ー

ズ
協
力

ま
で

に
蓄

積
さ

れ
た

技
術

を
、

農
業

普
及

を
通

じ
て

、
対

象
地

域
社

会
の

農
業

に
展

開
し
、

ま
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

後
の
基
盤

整
備
を

図
り
、
永

続
的
に

パ
ラ
グ
ア

イ
東
部

の
農

業
開

発
に

貢
献

で
き

る
体
制

作
り
を
行

っ
て
い

る
。

 
ま

た
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で
は
、
日
系
農

協
の
み

な
ら
ず
、
パ

ラ
グ

ア
イ

の
小

農
支

援
を

行
っ

て
お

り
、
こ

れ
は

パ
ラ

グ
ア

イ
国

政
府

が
積

極
的

に
進
め

て
い
る

貧
困
対
策

に
貢
献

す
る
活
動

で
あ
る
。
日
本
国

側
の
国

別
援
助
実

施
計
画

と
の

整
合

性
も

あ
る

。
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評
価

設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
収

集
 

方
法

 
評

 
価

 
段

階
 

投
入
・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照
ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成
の
見

込
み

は
あ

る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標

達
成
に

至
る
成
果

及
び
活

動
項
目
に

つ
い
て
、
整
理
が

必

要
で
あ
る
。
今
般
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
C

ET
A

PA
R
の

方
向
性
が

示
さ

れ
た
が
、
現

行
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
計
画
書

で
は
、
そ

の
内
容

が
反
映

さ
れ
て
い

な

い
こ
と
か

ら
、
計
画

書
の
見

直
し
を
行

う
必
要

が
あ
る
。

 
な

お
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト

・
グ
ル

ー
プ
の
対

象
が
明

確
さ
に
欠

け
る
。

 

B
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見
込

み

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要

因
は
あ
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

指
標
に
関

し
て
は
、
半
分

程
度
が

達
成

さ
れ
た

。
な

お
、
移
管

先
で
あ

る
日

系

農
協
側
の

準
備
作
業

が
遅
れ

ぎ
み
で
あ

る
こ
と

か
ら
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム

は
こ
れ
を

側
面
支
援

し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目
標

で
あ
る
基

盤
整
備

を
進
め
る

こ

と
が
重
要

と
な
る
。

 

B
 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達

成
す
る
た

め
に

十
分

で
あ

る
か

。
 

専
門
家
、
プ

ロ
要
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
タ

ー
ゲ
ッ

ト
・
グ
ル

ー
プ
の

範
囲
に
、

若
干
無

理
が
見
ら

れ
る
。

 
B

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の

関
係

は
適

切
か

（
因

果
関
係

）。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お
い

て

も
正
し
い

か
。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能

性
は
高
い

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、

 
専

門
家

、
プ

ロ
要

員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
設

定
さ
れ

た
外
部
条

件
は
お

お
む
ね
正

し
い
。

 
B

 

有 効 性 

有
効

性
の

要
約

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実
施

の
有
効

性
は
中
程

度
で
あ

る
。

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・

グ
ル

ー
プ
と

し
て
、
対

象
地
域

の
主
要
農

民
が

含
ま

れ
て

い
る

が
、

そ
の

範
囲

が
明

確
で

は
な

い
。
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・

グ
ル

ー
プ

を
日
系

農
協
管

内
と
限
定

す
る
場

合
は
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標

は
ほ
ぼ

達
成
さ
れ

る
と
判

断
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
広

範
囲
を

対
象
と
理

解
す
る

と
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
貢

献
度

合
い

を
測

定
す

る
こ

と
が

難
し

く
な

る
。

 
現

行
の

PD
M

に
お

い
て
は

、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

と
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
関

係
に

大
き

な
問

題
は

な
い

。
し

か
し

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て
活

動
し
て

い
る

C
ET

A
PA

R
の

実
態
を
十

分
に
対

応
し
て
い

な
い
項

目
が
推
測

さ
れ
る

。

そ
の

た
め

、
現

行
の

PD
M

に
関

し
て
、

タ
ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
の

絞
込

み
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
関

連
す

る
活

動
及

び
指

標
等

の
見

直
し

が
求

め
ら
れ

る
。

 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、

 
専

門
家

、
プ

ロ
要

員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
実

績
グ
リ

ッ
ド
に
示

さ
れ
る

よ
う
に
、
一

部
を
除

き
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
は
ほ
ぼ

適

切
に
産
出

し
て
い
る

。
 

B
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度
は

適
切
か
。

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
大

き
な
阻

害
要
因
は

な
い
。

 
B

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な

活
動
で
あ

っ
た

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
を
産

出
す
る

の
に
活
動

は
十
分

で
あ
っ
た

。
 

A
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な

投
入
で
あ

っ
た

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
を
産

出
す
る

の
に
投
入

は
十
分

で
あ
っ
た

。
 

A
 

活
動

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

の
関

係
は

適
切

か

（
因

果
関

係
）
。

 

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外

部
条
件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

 
外

部
条
件

に
よ

る
影

響
は

な
い

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
パ

ラ
グ
ア

イ
国
政
府

の
政
策

が
小
規
模

農
家
支

援
に
強
化

さ
れ
て

い
る
が
、
大

幅
な
影
響

は
な
い
。

 
B

 

専
門
家
の

派
遣

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

長
期

専
門

家
は

「
場

長
/チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
、
「

次
長

/業
務

調
整

」
の

2
名

と
し
て

、
必
要
最

小
限
の

体
制
と
し

た
。
ま

た
、
短

期
専

門
家
に

つ
い
て
は

、

ブ
ラ
ジ
ル

在
住
の
専

門
家
に

指
導
を
依

頼
す
る

な
ど
、
効

率
的
な

投
入
を
行

っ

た
。
専
門

家
の
規
模

お
よ
び

タ
イ
ミ
ン

グ
的
に

適
切
で
あ

る
。

 

A
 

効 率 性 

活
動

の
た

め
の

適
正

な
規
模
・
質
の
投

入
が
タ

イ
ミ

ン
グ

良
く

実
施

さ
れ
た

か
。
実
施

さ
れ
て

い
る

か
。

 
供

与
機
材

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
供

与
機
材

は
、
試
験

場
の
基

盤
整
備
に

必
要
な

規
模
お
よ

び
質
的

を
考
慮
し

、

適
切
に
投

入
さ
れ
、

管
理
使

用
さ
れ
て

い
る
。

 
B
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プ
ロ
要
員

の
配

置
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
要
員

は
、
適

正
な
人
数

が
配
置

さ
れ
て
い

る
。

 
A

 

施
設
の
投

入
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
土

地
や
施

設
及
び
資

機
材
は
、
第

1
フ

ァ
ー
ズ

ま
で
に
調

達

さ
れ
た
も

の
を
継
続

的
に
有

効
活
用
し

て
お
り
、
追
加
投

入
を
極

力
小
さ
く

し

た
。

 
A

 
 

研
修
員
の

受
入

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
専

門
家

、
プ

ロ

要
員

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
20

05
年
度
に

4
名

の
移
管

先
農
協
の

関
係
者

が
日
本
で

研
修
を

受
け
、
日

本

で
の
必
要

情
報
の
収

集
を
行

っ
た
。

 
B

 

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
比

較
し

て
ア

ウ
ト

プ

ッ
ト

は
投

入
予

定
の

コ
ス

ト
に

見
合

っ
た

も

の
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
（

本
案
件

と
類
似
す

る
過
去

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
な
い
た

め
、
本
項

目
に
つ

い

て
は
、
評

価
せ
ず
）

 
評

価

せ
ず

 
妥

当
な

コ
ス

ト
で
あ

っ
た
か

。
 

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
比

較
し

て
投

入
コ

ス

ト
に

見
合

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

が
見
込
め

る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
（

本
案
件

と
類
似
す

る
過
去

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
な
い
た

め
、
本
項

目
に
つ

い

て
は
、
評

価
せ
ず
）

 
評

価

せ
ず

 

 

効
率

性
の

要
約

 
効

率
性

は
、

全
体
と

し
て
満

足
が
い
く

レ
ベ
ル

と
判
断
さ

れ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
投

入
及
び

実
施
プ
ロ

セ
ス
は
、
日
本
国

側
が

主
導

的
に

実
施

し
て

い
る

た
め

、
活

動
は

計
画

に
従

っ
て

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る
。
そ

の
際
、
過

去
の

機
材
の

有
効
活
用
、
専
門
家

の
最
低

限
の
投

入
に
よ
り

実
施
さ

れ
て

い
る

。
た

だ
し

、
本

案
件
と

類
似
す
る

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

な
い

こ
と

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

投
入

さ
れ

る
コ

ス
ト

の
妥

当
性

に
つ

い
て

は
、

検
証
で

き
な
か

っ
た
。

 

投
入
・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照
ら
し

合
わ

せ
て

、
上

位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の
効

果
と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標

の
達
成

に
よ
る
上

位
目
標

へ
の
波
及

効
果
は
、
明
確
に

確

認
す
る
こ

と
は
困
難

で
あ
る

が
、
今
後
、
期
待

さ
れ
る

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

が
出
て

、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標

の
達
成

が
確
実
な

も
の
に

な
れ
ば
、
上

位
目
標

は
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の

効
果
と
し

て
発
現

が
見
込
ま

れ
る
。

 

B
 

上
位

目
標

の
達

成
に

よ
り

当
該

国
の

開
発

計

画
へ
の
イ

ン
パ

ク
ト

は
見

込
め

る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
長

期
的
視

点
で
見
る

必
要
が

あ
る
も
の

の
、
上
位

目
標
の

達
成
は

パ
ラ
グ
ア

イ

国
の
開
発

計
画
へ
の

効
果
が

十
分
期
待

で
き
る

。
 

B
 

上
位

目
標

は
達

成
さ

れ
る
見

込
み
か
。

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
パ

ラ
グ
ア

イ
国
政
府

の
農
業

政
策
に
変

更
が
あ

れ
ば
影
響

す
る
。

 
B

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し

て
い
な
い

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
PD

M
に

若
干

論
理

的
な
矛

盾
が

み
ら

れ
、
上

位
目

標
と

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

と
の
関
係

に
若
干
の

乖
離
が

あ
る
。

 
B

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
関

係

は
適

切
か

（
因

果
関

係
）
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正

し
い
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は

高
い
か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
外

部
条
件

が
満
た
さ

れ
る
可

能
性
は
十

分
に
高

い
。

 
A

 

上
位
目
標

以
外

の
効

果
・
影

響
が

想
定

さ
れ

る

か
。
特

に
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

に
つ

い
て

は
そ

れ

を
軽

減
す

る
た

め
の

対
策

は
取

ら
れ

て
い

る

か
。

 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

特
に
な
い

。
 

A
 

イ ン パ ク ト 

波
及

効
果

（
正

・
負

）
は
あ

る
か
。

 

そ
の
他
の

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
。
そ

れ

を
取
り
除

く
た

め
の

方
策

は
何

か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

特
に
な
い

。
 

A
 

 

イ
ン

パ
ク

ト
の

要
約

 
い

く
つ

か
の

正
の

イ
ン
パ
ク

ト
が
期
待

で
き
る

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

技
術
普

及
の
影
響

の
範
囲

は
、
日
系

農
家

が
中

心
と

な
る

。
し

か
し

な
が

ら
、
パ

ラ
グ

ア
イ

小
農

に
対

す
る

支
援

も
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
実

施
し
て
お

り
、
技
術
支

援
を

受
け
た

パ
ラ
グ
ア

イ
農
家

を
近
隣
の

農
家
が

見
る

こ
と

で
、

C
ET

A
PA

R
の

有
効
性
を

理
解

し
、
試

験
場
に
ア

ク
セ

ス
す

る
機

会
が

増
え

て
く

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 
ま

た
、
上

位
目

標
は

、「
東

部
地
域

に
お

け
る
持

続
的
な
農

業
が

普
及

さ
れ

る
」
で

あ
る

が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
移

管
先

で
あ

る
日

系
農

協
は
、

C
ET

A
PA

R
を

地
域

社
会
へ

の
貢
献
機

関
、
人
材

育
成
機

関
と
し

て
位
置
付

け
て
お

り
、

そ
の

た
め

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果
が
地

域
に
広

が
る
こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
な

お
、

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

特
に

認
め

ら
れ

な
い

。
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政
策
支
援

は
協

力
終

了
後

も
継

続
す

る
か

。
 

関
係

機
関

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

パ
ラ

グ
ア

イ
国

政
府

側
の

財
政

的
な

支
援

は
ほ

と
ん

ど
期

待
で

き
な

い
が

、

C
ET

A
PA

R
は

、
地

域
の
重

要
な
試
験

研
究
・

普
及
機
関

と
し
て

認
識
さ
れ

て

い
る
。

 
B

 
政

策
・

制
度

面
の
支

援
は
あ

る
か
。

 
関

連
規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

整
備
さ
れ

る
予

定
か

。
 

関
係

機
関

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

現
時
点
で

、
問
題
と

な
る
関

連
規
制
、

法
制
度

は
見
い
だ

せ
な
い

。
 

B
 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く

た
め

の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

組
織

能
力

は
あ

る

か
。

 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了

時
点
で

の
事
業
計

画
、
実
施

体
制
計

画
の
策

定
に
つ
い

て

は
、
移

管
先
機

関
で

あ
る
日

系
農
協
が

実
施
し

て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
よ
り

実

現
可
能
な

計
画
作
り

と
な
る

予
定
で
あ

る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
チ
ー

ム
は
、
こ

の

計
画
書
に

基
づ
き
、

C
ET

A
PA

R
の

実
施
体

制
整
備

を
進
め
て

い
る
こ

と
か
ら

、

期
待
さ
れ

る
組
織
能

力
が
整

え
ら
れ
る

と
考
え

る
。

 

B
 

移
管

先
機

関
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

る

か
。

 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
年

度
計
画

の
策
定
に

参
加
し

て
い
る
も

の
の
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク

ト
運

営
自

体
に

参
画

実
績

は
な

い
。

20
08

年
度

か
ら

は
移

管
先

の
人

材
を

C
ET

A
PA

R
に

配
慮
し

、
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ

の
習
得

を
行
う
計

画
で
あ

る
。

 
B

 

経
常

経
費

を
含

む
予

算
の

確
保

は
行

わ
れ

て

い
る
か

。
当

該
国

側
の

予
算

措
置

は
十

分
に

講

じ
ら
れ
て

い
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資

料
、
関

係
機

関
、
専

門
家

、
プ

ロ
要

員
 

資
料

レ
ビ

ュ
ー

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
点

で
、

日
系

農
協

中
央

会
及

び
各

日
系

農
協

は
、

C
ET

A
PA

R
規

模
の
出

資
を
行

う
こ
と
が

決
定
さ

れ
て
い
る

。
 

B
 

組
織
・
財

政
的

に
活

動
は
継

続
し
て
行

わ
れ
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
将

来
の

予
算

が

増
え
る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

。
予

算
確

保
の
た
め

の
対

策
は

十
分

か
。

 

関
係

機
関
、
プ

ロ
要

員
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
終

了
後
の

事
業
規
模

は
、
移
管

先
の
日

系
農
協

中
央
会
の

計

画
に
沿
っ

て
、
現
在

よ
り
小

さ
く
な
り
、
農
協
が

支
出
で

き
る
現

実
的
な
予

算

額
と
な
る
。
な
お
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
以
後

も
継
続
的

に
事
業

実
施
が
可

能

と
な
る
よ

う
に
、
現

在
、
収

入
に
貢
献

す
る
事

業
の
強
化

を
図
っ

て
い
る
。

 

B
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
ら

れ
る

技
術

移
転

の

手
法
は
受

容
さ

れ
つ

つ
あ

る
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

地
域
の
ニ

ー
ズ
を
く

み
取
り
、
そ
れ
を

反
映
し

た
活
動
実

施
が
可

能
と
な
り

つ

つ
あ
る

。
な
お

、
技

術
的
な

長
期
専
門

家
の
指

導
が
な
く

て
も

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
要
員
自

身
で
活
動

を
推
進

で
き
る
体

制
が
出

来
て
い
る

。
 

A
 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い

る
か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

資
機
材
は

大
き
な
問

題
な
く

維
持
管
理

さ
れ
て

い
る
。

 
A

 

移
管

後
の

活
動

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

込

ま
れ
て
い

る
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

十
分
に
考

慮
さ
れ
て

い
る
が

、
一
部
項

目
の
見

直
し
が
必

要
で
あ

る
。

 
B

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
移

転
さ

れ
た

技
術

は
定

着

す
る

か
。

 

移
管

先
機

関
が

移
管

後
の

活
動

を
維

持
で

き

る
可
能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
の

か
。

 
関

係
機

関
、

専
門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

農
協
側
は

現
実
的
な

負
担
を

行
う
こ
と

と
し
、
ま

た
将
来

の
負
担

を
軽
減
さ

せ

る
た
め
に
、
収
益
に

貢
献
す

る
事
業
の

強
化
を

進
め
て
い

る
。
課
題

は
見
ら

れ

る
も
の
の

移
管
後
も

活
動
は

継
続
実
施

さ
れ
る

こ
と
が
期

待
さ
れ

る
。

 
B

 

環
境
へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
、
持

続
的

効
果

を

妨
げ
る
可

能
性

は
な

い
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

環
境
配
慮

の
農
法
を

実
践
し

て
お
り
、

問
題
は

少
な
い
。

 
A

 

自
立

発
展

性
は

高
い

か
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

自
立

発
展

性
を

阻
害

す
る

要
因
は
あ

る
か

。
 

関
係

機
関

、
専

門

家
、

プ
ロ

要
員

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

移
管
先
機

関
の
財
政

が
大
き

く
悪
化
し

な
い
限

り
、
大
き

な
阻
害

要
因
は
見

い

だ
せ
な
い

。
 

B
 

自 立 発 展 性 

自
立

発
展

性
の

要
約

 
課

題
は

み
ら

れ
る

も
の
の
自

立
発
展
性

は
確
保

で
き
る
と

考
え

る
。

 
現

時
点

で
案

件
終
了

後
も
継

続
的
に
携

わ
る
人

材
が
決
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
そ

の
た

め
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
技

術
の

伝
授

が
持

続
的

に
可

能
と
な

る
か
評

価
で
き
な

い
。
ま
た

、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了
後

の
運
営

資
金
を
独

立
採
算

で
確

保
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ
り

、
そ

の
た

め
移
管

先
機
関
で

あ
る

日
系

農
協

か
ら

負
担

を
行

う
必

要
性

が
あ

る
が

、
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
事

業
に

必
要
な

経
費
と

農
協
が
負

担
可
能

な
額
を
試

算
し

、
現
実

的
な

事
業
計

画
策
定
を

農
協
側

が
行

っ
て
い

る
。

ま
た
、

C
ET

A
PA

R
で

は
案
件

終
了

後
も
継

続
的

に
事

業
が

実
施

で
き

る
よ

う
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

見
直

し
を

図
り

、
案

件
終
了

後
を

見
据

え
た
実

施
体

制
の

構
築
を

進
め

て
い

る
。
こ

こ
で

は
、

資
金
源

の
多

様
化
や

他
機

関
と

の
連

携
な

ど
も
模

索
さ
れ
て

お
り
、

こ
れ
ら
を

積
極

的
に

進
め

る
こ

と
と

は
、

C
ET

A
PA

R
の

自
立

発
展

性
の

確
保

に
大

き
く

貢
献

で
き
る
と

考
え
る

。
 

注
：
評
価
段

階
 

 
A
：

高
 

B
：

中
高

 
C
：

中
低

 
D
：
低
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PDM（プロジェクト・デザイン・マトリックス） 
 
                                                                                                   作成日：2007 年 12 月 19 日 
プロジェクト名：パラグアイ農業総合試験場（CETAPAR） 第 2 フェーズ                                国名：パラグアイ共和国 
対象地域：パラグアイ東部地域                                                      協力期間：2005 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日 
ターゲットグループ：日系農協中央会／日系農協の役職員、対象地域農業従事者（日系農家、パラグアイ小農）、パラグアイ農牧省職員・

普及員                                                                                              
プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標 
 パラグアイ東部地域において持続的

な農業技術が普及される 

 
 2010 年の値を基準とするパラグアイ東部地

域における主要農畜産物の生産性が、それ

以降も基準値以上で安定的に維持される 

 
国連食糧農業機関（FAO/

パラグアイ農牧省の農

業統計 

 
・パラグアイにおける農

業政策に大きな変更

がない 
・日系農協や関係機関の

方針が大きく変更さ

れない 
プロジェクト目標 
 パラグアイ農業総合試験場がパラグ

アイ国東部地域における農業振興の

拠点として基盤整備される 

1.認知度 
１）パラグアイ国から東部地域の農業振興機

関として認知される 
２）日系農協組合員の 50％以上が移管後の

CETAPAR の有用性を認識する 
２. 機能性 

１）日系農協組合員の 25％以上がパラグアイ

総合農業試験場の何らかのサービスを利用

する 
２）日系農協組合員以外の農家への技術サー

ビス提供件数 
３. 体制 

１）移管後の試験場業務実施規程 
２）管理運営計画書（組織図、人員配置、予

算書、） 
３）１）、２）の移管先機関による承認される

 
1-1）公的認証機関証書 
  パ側各機関との協定

書 
1-1）地域アンケート調査 
 
2-1）地域アンケート調査 
2-2）活動記録 
 
3-１）規程書 
3-2）管理運営計画書 
3-3）移管関係会議議事録 
 
 

 
・パラグアイ東部地域の

営農形態が大きく変

わらない 

アウトプット 
１. 地域に適した持続可能な畑作技術が

開発・実証される 
 
２. 安定的な農業生産のための農家支援

サービスが行われる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３. 試験場が検査、分析が行える公的認証

機関として登録される 
 
 
 
 
 
 
４．移管後運営のための業務実施体制が整

えられる 

 
１） 開発または実証した技術に対し 50％の農家

が有用性を認識する 
 
2-１）地域巡回を年 12 回以上実施、日系農協組

合員の 50％以上が情報提供サービスに満足

する 
2-2）日系農協各地域において実施した講習会等

開催数と参加人数（各講習項目の参加率が

30％以上） 
2-3）日系農協各地域における営農情報の提供

（年 12 回以上、日系農協組合員全員への提

供） 
2-4）日系農協を通じて地域に紹介された技術・

情報の利用率（組合員農家の 20％が紹介さ

れた技術・情報を営農に活用する） 
2-5）日系農協地域土壌診断率（50％以上、うち

80％以上の農家がサービスに満足する） 
2-6）小農への対応実績 
 
3-1）取得した認証科目（種子検査、作物品種検

定等） 
3-2）養成した業務実施に必要な人材、各業務最

低 1 名となる 
3-3）業務を実施するための明文化されたシステ

ム（人員配置、各機関との連携含む）、各種

マニュアル 
 
4-1）種子生産、分析業務、認証業務、苗木生産

業務の収益業務に関する採算計画書、年間

実施計画書が策定される 
4-2）業務実施に必要な養成した人材、各業務最

低 1 名となる 
4-3）業務を実施するための明文化されたシステ

ム（人員配置、各機関との連携含む）、各種

マニュアルが設置される 

 
1-1）地域アンケート 
 
 
2-1）活動記録、地域アン

ケート 
2-2）活動記録、農協での

集計 
2-3）農協での調査集計 
2-4）地域アンケート 
2-5）分析戸数、アンケー

ト 
2-6）対応実施記録 
 
 
 
 
 
 
 
3-1）各種証書・協定書 
3-2）人員の配置 
3-3）作成書類 
 
 
 
 
 
4-1）作成書類 
4-2）人員の配置 
4-3）年間計画書、マニュ

アル 

 
・パラグアイ国側の関係

諸機関の支援が得ら

れる 
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投 入   
・日系農家の営農形態が

大きく変わらない 
・異常気象が発生しない

・病害虫が発生しない

・農牧輪換システムに使

用される肥育素牛（交

雑牛）が安定して供給

される 
・認定制度に大きな変更

がない 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動 
1-1 大豆新品種の育成・導入選定を行う 
1-2 大豆・小麦について地域適応性試験を

実施する 
1-3 不耕起栽培における大豆・緑肥作物の

輪作体系を開発するための試験を実

施する 
1-4 大豆・小麦に対する効率的な防除技術

を開発するための調査・試験を実施す

る 
1-5 テラロッシャ土壌地帯における農牧

輪換ｼｽﾃﾑを確立するための試験を実

施する 
1-6 土壌診断を基にした土壌管理技術を

実証する 
 
2-1 現場のニーズに対応するための試験

場の体制づくりを行う 
2-2 地域課題に対する指導を行う 
2-3 地域からの要請に応じた小農に対す

る支援活動を実施する 
 
3-1 公的認証制度を調査する 
3-2 公的認証実施に必要となる体制を整

える 
3-3 認証を取得する 
 
4-1 種子生産体制を整備する 
4-2 分析業務の実施体制を整備する 
4-3 認証業務を実施する(種子検査、品種

検定） 
4-4 苗木生産業務を実施する 

日本側 
1． 専門家派遣 
 長期専門家 

 場長／チーフアドバイザー 
次長／業務調整 

 短期専門家 
 必要に応じ 

2． 研修員受入 
 本邦および第三国 

3． 機材供与 
 携行機材として整備 

4． 土地（既設置済） 
 本場 115 ha 
 分場 56 ha 

5． 施設（既設置済） 
 本館、車庫、研究棟、温室、種子用サイ

ロ、宿舎、他 
6． プロジェクト要員の配置 

7． プロジェクト運営の経費 

 
パラグアイ側 
1．派遣専門家及び携行機

材に対する特権免除

の付与 
2．C/P の配置 
 日系農協役職員 

前提条件 
 

・日系農協中央会がパラ

グアイ農業総合試験

場の移管を引き受け

ることが変更されな

い 
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中間評価用PDMe（評価用プロジェクト・デザイン・マトリックス） 
PDM Ver.1 を使用 

 

 

プロジェクト名：パラグアイ農業総合試験場（CETAPAR） 第 2 フェーズ 国名：パラグアイ共和国 

対象地域：パラグアイ東部地域 協力期間：2005 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日 

ターゲットグループ：日系農協中央会／日系農協の役職員、対象地域農業従事者、パラグアイ農牧省職員・普及員 作成日：2005 年 3 月 30 日 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標 

 パラグアイ東部地域において持続的な

農業技術が普及される 

 

 2010 年の値を基準とするパラグアイ東部地域

における主要農畜産物の生産性が、それ以降

も基準値以上で安定的に維持される 

 

 国連食糧農業機関

（FAO）／パラグアイ農

牧省の農業統計 

 

・ パラグアイにおける農業

政策に大きな変更がない

・ 日系農協や関係機関の方

針が大きく変更されない 

 

プロジェクト目標 

 パラグアイ農業総合試験場がパラグア

イ国東部地域における農業振興の拠

点として基盤整備される 

 

1. 移管後の新生試験場の業務実施規定が策定

される 

2. 管理運営計画（組織図、人員の配置計画、予

算書、収支計画書等）が策定される 

3. 上記規定及び計画書が移管先機関に承認さ

れる 

 

 

1. 日系農協の定款 

 

2. 日系農協の総会資料 

 

3. 移管関係会議議事録 

 

・ パラグアイ東部地域の営

農形態が大きく変わらない

アウトプット 

1. パラグアイ東部地域に適した持続可能

な畑作技術が実証される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 農家・普及員等に対する技術指導が強

化される 

 

 

 

3. 試験場が、検査、分析等が行える公的

認証機関として登録される 

 

4. 安定的な農業生産のための技術支援

サービスの実施体制が整備される 

 

1-1 大豆の安定多収ならびに食用の有望品種･系

統を各 10 選定する 

1-2 日系農家等において、大豆の収量が 3 t/ha 以

上で安定する 

1-3 日系農家等の不耕起栽培における大豆・緑肥

作物の輪作体系が、大豆栽培面積の 50％以

上に普及する。 

1-4 大豆の病虫害に対する環境保全型の防除技

術マニュアルが 5 種類以上作成される 

1-5 農牧輪換システムの実証展示圃場において、

肉牛が草地 1 ha 当り 840 kg/年、大豆が 3 

t/ha 以上生産される 

 

2-1 技術講習会・研修会が年間 4 回以上開催され

る 

2-2 各年度の営農相談件数が前年度より増加す

る 

 

3-1 評価・分析ラボの機能が公的認証機関として

の要求を満たす 

 

4-1 大豆の種子生産圃場が 90ha 以上整備される

4-2 各年度の土壌分析の点数が前年度より増加

する 

 

 

1-1 CETAPAR年報／試験

成績概要書 

1-2 日系農協の農業統計

／農牧省の農業統計 

1-3 日系農協の農業統計 

 

 

1-4 CETAPAR年報／防除

技術マニュアル 

1-5 CETAPAR年報／試験

成績概要書 

 

2-1 CETAPAR 年報 

 

2-2 CETAPAR 年報 

 

3-1 CETAPAR 年報 

 

4-1 CETAPAR年報／試験

成績概要書 

4-2 CETAPAR 年報 

 

・ パラグアイ国側の関係諸

機関の支援が得られる 
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投 入   

・ 日系農家の営農形態が大

きく変わらない 

・異常気象が発生しない 

・病害虫が発生しない 

・農牧輪換システムに使用さ

れる肥育素牛（交雑牛）が

安定して供給される 

・認定制度に大きな変更が

ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動 

1-1 大豆新品種の育成・導入選定を行う 

1-2 不耕起栽培における大豆・緑肥作物の

輪作体系を開発するための試験を実施

する 

1-3 大豆の病虫害に対する環境保全型の

防除技術を開発するための調査・試験

を実施する 

1-4 テラローシャ土壌地帯における農牧輪

換システムを確立するための試験を実

施する 

 

2-1 技術講習会・研修会等を開催する体制

を整える 

2-2 実証された技術を、研修会、営農相談

等において指導する 

2-3 移住地及び現地のニーズに対応した試

験場の運営を行う 

 

3-1 検査・検定制度を調査する 

3-2 標準規格にあった分析が実施できるラ

ボ（機材、人材、マニュアル等）を整備

する 

3-3 認証を取得する 

 

4-1 大豆・小麦・緑肥作物の優良品種の種

子生産・配布する体制を整える 

4-2 土壌認証機関として土壌検査サービス

事業を実施する体制を整備する 

 

日本側 

1． 専門家派遣 

 長期専門家 

 場長／チーフアドバイザー 

次長／業務調整 

 短期専門家 

 必要に応じ 

2． 研修員受入 

 本邦および第三国 

3． 機材供与 

 携行機材として整備 

4． 土地（既設置済） 

 本場 115 ha 

 分場 56 ha 

5． 施設（既設置済） 

 本館、車庫、研究棟、温室、種子用サイロ、

宿舎、他 

6． プロジェクト要員の配置 

7． プロジェクト運営の経費 

 

パラグアイ側 

1． 派遣専門家及び携行

機材に対する特権免

除の付与 

2． C/P の配置 

 日系農協役職員 

前提条件 

 

・ 日系農協中央会がパラグ

アイ農業総合試験場の移

管を引き受けることが変更

されない 
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